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Abstract 

The "Akuru", which is a monster that appeared in Japanese mythology. However, "Akuru" does not appear in the 

Kojiki and Nihon Shoki. In this paper, we discuss what is a "Akuru". 

 

Keywords : Japanese mythology, Kojiki 

 

 

  一 はじめに 

 

 前稿「讃留霊王伝説についての考察」において、

香川県の伝承として存在する「讃留霊王の悪魚退治」

に関する『香川叢書』所収の諸本について報告した

（注１）。そこで扱った「讃留霊王の悪魚退治」の概

略は、倭建命（またはその子、讃留霊王など）が、

瀬戸内海で悪事を働いた「悪魚」を、坂出の地で退

治するという内容である。 

 最近では、乗松真也氏が「「悪魚」退治伝説にみる

阿野郡沿岸地域と福江の重要性」において、讃留霊

王の悪魚退治物語の要素を整理し、物語の中に現れ

る地名と実際の地理についての詳細な分析を行って

いる（注２）。 

 「讃留霊王の悪魚退治」は、誰が退治するのかな

ど様々な異伝が残っており、どのような視点から分

析するのかで、異なる扱いが可能となる興味深い題

材である。 

本稿では、退治されるのが「悪魚」・「怪魚」・「大

魚」であることが諸本において共通している事に着

目し、古伝説そのものを読み解いていく作業からい

ったん離れ、この「悪魚」が現代までどのように人々

に享受されてきたのかについて、新しい視点から「悪

魚」についての考察を進めて行きたい。 

 

 

  二 現代の資料 

 

１９６３年に公開された東映動画の劇場用アニメ

映画に、『わんぱく王子の大蛇退治』という作品が

ある（注３）。このアニメ映画は「日本神話」がベ

ースとなっている。以下にその内容を紹介する。 

①主人公はスサノオという少年である。父のイ 

ザナギ、母のイザナミ、兎のアカハナや虎のタ 

ロウ達と仲良く暮らしていた。 

②そんなある日、母のイザナミが亡くなりハハ 

ガ国へ行ってしまった。スサノオは父の反対を 

振り切って、アカハナとともにハハガ国を目指 

して船で海へこぎ出していく。 

③航海を続けるうち、怪魚アクルに襲われる。 

アクルを退治したスサノオは、海の神ワダツミ 

にヨルノヲス国へと案内される。そこはスサノ 

オの兄ツクヨミが支配する国だ。しかし、ツク 

ヨミはハハガ国への行き方を答えてはくれなか 

った。 

④次に火の国へたどり着いた二人は、火の神に 
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